
冗特別研究シ

さ

〆』

　　　　　　　　　　　　　　　　　ン∵1＝1 F　rジ ll　l 1ノ

¢； r・
』F札

都市生活に．おける妊婦の精神衛生（第3報ン
　　　；』rL1き【 1ンゼ ビ1、ド：、＼　　（i1｛・琉 1・！』 i』1－1へ電、1・

銑1ヒ『

　　　嘩妙暁騨郷査および雌テスト　　｝’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、び ド、二一
・＝

「
、11L　r，ミ； 、

　　　　　　　　　　　 研究第1部　　穂垣励正嚇。、汗賀 悠予

　　　　　　　　　　　研究第2部　　沢田　啓司

　　　　　　　　　　　’鱒7部 ！聯1趣∴』』1』雲 、△了
、

　　　　　　　　　　　礁笏9部聖 』善即二、二；・：1、・
：ズ． 、莞｝ ・ドニ1』脈㌔3．．

、“
　　　　　　　　」管理部　　福島 和表、』，1’ヒー歴．

ζ、 い、1；7 ．i』i！諏

　　　　　　　，⊂　〔研究協力者〕　，、 佐女木正美慮、p・弐耐r、冗．』・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　八　 r（神奈川県小児療育相談セγター） 』．1 賑1 ㌧I’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多　　裕藍岡崎ノ 祐士・ 太田一 匙昌孝・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（東京大学医学部精神科）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　』遜1鰹蟻瞬嘩◇i、鵠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（厚生省児童家庭局母子衛生課）

1
！はじ・rめに

線それに引襯く碑の勉繊』黙轡 』攣騨懲卿的な穂こ止まること暗され
おい嫡なが鰍に紡磁臥であるじ　　む 鱒鱒人の生麟境噛合した・グロー・ミル襯

瓢この期間中醗生し易レ働な盤飽鰍 ヒ、，』牌彬焼璽rテカ勲熱くタP勿あ尋・
スが獺や異常峨立に弊懸瞭こ多ギど醐らが、1∴ ！φ意懸澄麟蘇がら進奴きた妊卿の蝉

で拠蓼画黙叩神鯉鎖蝉潭卿秘「 ，騨梅ゆ断暦を帖にして・分析対象を妊麗
伝統的な地律・血縁｝ヒもとづいた社会から，孤立した核　　人にと．ξまら鱗．1華蝉の属する家族及帆生活環樟を含

家族に代表される都市社郎璽卵こ脚に恥奪、．』猷耀卿嚇で備繭生の背景を明らかにしよう・
る・このように考えるなら鼠 妊娠』育児砕殉奪軟』岬査を1徳φ磯する・

　』乱．い
。、・

』：「 1ζ』流
ヒ、 』ン H：調査対象及び調査方法・b

1）調査対象“心．前『 　　　 弊趣礁してYG性格踏醒背景デストと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ニレ∫sp濠を行薯・・これらの各種の心理テスト間の対応

　愛育病院産婦入科外来を賄為之狂婦鯵例を無作為K抽、二1閑舞を男うか嬉レようすレ為σご誇βく、マ』ど．1・i万

出した。　　　　　　、、、・こ』、、1．r．、』』糖）“ 1＝p．．　　⇔生活環魔調査1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．妊娠，1， 育児の過程は，一家族にとって大幡な生活環境
2） π：蒸；、、．：㌧㌧，丼ざ．・い、、、ゴ

r．、． ．脈、，
嘩郷蝉診る・し鵬て生活環璋因轡

調査は生活戴調査と心黙ひ≧ 駄舜可．、、 、2、1樫麺っ ては漆雛モ・の蛎聯舵むに沸匙
生活環境調査は，購鰍会羅済鰍艦忌翼妊、、必鞍スが加っ た時に対賭（楓産婦・母親）はど

娠中鰍即有鞘、鯉轡勲り布郷？鴨、1、．璽よう剛処していく瓜その解決能力の状態に？いて：

雛加えること即概む』㌃マジ
ド．

　　1嘩獅想鱒ておくごとが重数ある“i㌧
　心理テストは前回と同様に不安度デストとし七M　S　A　　　この意味において，生活環境調査の実施にあたつてぱ
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i）病歴調査，h）家族，生活環境調査，iil）精神衛生　　は出きるだけ多面的に用意した。対象妊婦のプライバシ

の背景をなす・夫・家族との人間関係や生まれてくる　　一を侵さないように質問項目の内容や配列辱？轄ζ節充

子どもに対する期待度などについてアマケート方式によ　分配慮した。

って醸蹴を行っ蕨碧竈ll憲し巌：掘廼’溝鰍無蹴繕嚇難1灘1
　調査項目の詳細については，前回の調査と同一である　　　今回の調査の特徴は，前述のようにして得られた生活

ので参照されたい・　　　　　　剛麟嘩頃榊な輝糖などの諦灘ある・又・
　i）病歴調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　得られだデータ」がら予想される児の出生や，育児にっ

　妊娠鵬既往症などの通常の外来診療に必要な項目以　　いて危険を予知することである。と，同時に各々の段階

外に，家族の健康状態を含めた病歴を聴取した。l　l　　　　に応じて適切な指導を行うための基礎的データを定量的

　h）家族・生活環境調査　　　　　　　　
、

、　　，聴こ評個すること炉必要である。

家族撚注澱勲ど（学町購甥灘）に1第．璃こ示したのが今回採用した評騰準である。
加えて・家族としてのライフサイを1ヒ、く雛年齢1初・．』勉〔エ〕生活職の社会繍駿雛（S。ci・・

再跳羅聯欝熱鐙1を？辮灘愚欝繍藻縢灘
　妊婦や・生まれてくる子どもに対まる裸護的環塊の程・己 流早産その他の異常や疾病時あるいは緊急事態発生時に

度・精神的ゆとり・・夫の家事協力度などボ家族間の人間　　適切な援助が受けられるかどうか。〔皿〕精神的な安定

関係が理解蔭さるよ勃こ配慮しだ。協　　　　　　　　　性，ことに1社会的単位としての家族がスムーズに機能

　調査項目は・例えぱ夫との闘原については買物や家泰　　しているかどうかをみた。そゐために，家庭に生活のゆ

についての協力度：き参るなざ爾形贋≒未や家蘇解）人間　　とりがみられるか，家族員に葛藤が生じていないか，妊

関係を浮きぼりにす多よう琴考慮レたαrまた・調査項目　　婦に孤独感があるかどうかなどを問題にした。　〔W〕妊

第1表　生活環擁調査の評価項目と評価基準

評　価　項　　目

外

的

因

子

内

的．．

困

、子，

1工

五

皿

算

V

『生活環擁のー

　、社会経済的宏定性f

妊婦に対する
　　　　保護的環境

ご

家族の精神的安定性’

，　　ノ　　

　　　　～　－　　 ，

妊婦の不、トヒスに
　　　対箔解決能力

　　しセヒンず　レじ ベ　　い　

子ど庵に額する期待度1

一評 価 基 準

曾安庫レた住居を保持している塑どうか。保持していない場合，、将来安定した．

・住居脅俸持する計画を持っているカ1 どうか。iife　s些yleとしての住居が安定、

レてい駒かどう、カ》

O継続的に一牢の職梁に従瑛レているがどうカ）。　　　　　　　、．

室癖摩から，．将辛独立，昇進なξク〉展望がある牟どうか。

轡郷婦朗概自分璽 11festyl喰体鞍定し商疑蝦醜感じてい
1るかどうか。　’

州簿刷外曝族の協燗騨陥一ズ漣うぢ
　（¢f．夫が家事等に協力的か）

。家族として緊急時に適切な援助が受けられるかどうか。

　（Cξる吻迫流嵐産奪に1よ1り』』緊急に手伝けを必要した揚合援助が受けられる

か）

σ家族め構成員各人が精神的に満たされていると感じている於ξうから、、二l

P価家に瀦轍難物等力：あるか・臓繍の孤独感櫛嫡ぐう、か｝
。家族が杜会的単泣とし宅ズムーズに機能しているかどうか。・

ρ家族く両親，兄弟姉妹）間の交際はスムーズかどうか。

O夫と饗（対象妊婦）との協力関係の程度。

』灘詩瞭瓢蹴姦巖鶯署業喜衡咋轡樽鮮
O出産・ 育児などに対しゼ不安を強く感じ七レ・る示どうか。

・r 麟ヒ遡な保護的願を家族として与えること醐待奪おかど魏

味笹（対象妊婦）が子ども鍬しいと郵でいるかど赫．
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婦のスト似繭鵬解決能力海くン臥翠藪鵬）
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予測され楚もの塗ある客段階2ば＝SuS》ect6d・a伊；琵k 』
（＋印）≧した9

融ザ鰯｛生岬能性は轡
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生活環境や家族の人間開係に…葛藤があ窮危険1が荏奮1し

てい畜遇状以上に鱒醐かると即聯4礎聾
拶予想猟る・騨4は（＊＊印）・Fact・r簿ese熊

．この舗では危嘩ではなく澗舗子カミ明らか臨在

し隊族が肝ツト≧し醗展して1’くことが醐さ：れ

ている状態にある・灘5 Sy魚pt嗣血』奪Si塑s・1即

段階では家族の崩壌膳っながる可能偉があり・阻害を受

晦・る状態に輿る6麟剣はEve丘璽叫勢

欝麟轡簿的轡た難殊
i）聯法（瞬瞬P脚麺y1・r磁

照翻高石肌騨購こ磯の評価法もこし
て採用したg　　、 』÷・ 、門　　 　　≦，　　 綬、

⑩Y磁騨奮岬と同様に性繊査と喀即
した。 　　　　 　　孟　　…　ゲ　　　　　　　　　　，91｝

iii）S曝（＄喚ticldi丘βrentiati・“・Osg・叫ズ

Tanaka〉1労法、そめ他殴至》迄はr前画の報告を参煕ざ殺

　（　　　　　e　　l－i…il　 　　　r　凶ζトたい。

二査．

4）叡奪活環壌調直ト』∵黛ぷ蝋c．ξ甫1噸篇｝ヒ｝

生活麟調査の成績を第3，4表に紛漕顧融

碍Vのら1ぢで1 段晧2♪ISUs壌民6直1厩・「ri＄》以止fみ・fisk

継ら肋はダ・ ・1〔皿〕1の妊婦芝轍め麟敵定轡燗

題があぢた項．自垂23飼が抽出1さ耽た。・次いそ5〔マ墨あ午1

どむに蔚する期待度に商趨ボあら澄鉾例セあら濡〕これ

に爵一しそ弾生活操愛め杜会』 経済的安是性比蘭題参あ占

たもあ戯少なぐも…勧そあら菱。 ・まだ，7妊妬虻爵する像護

的環戯づ縦翻があらたあは σ例であぢ％。aT（〉畑覧｛’

じ評価項自主西マめ総谷的評価成績乏しせ4）｛捕箏㌧》を俊

階別にみると，段階2のSusp㏄te（1jiat・’鋪§kl・は卦1例，：～』

職臨椀撫繋懸憾・難鮮ar曽「s

梵講朧灘講婁繍編・
lll前述じた評価基準誕鵬k』のあ疹た症例に診勝搭声各

項目（工 ～v葵相塗間にどのよ与な関連性があるかをみ

だ”）が第暮裳である54社会蓼経濟的安定産と妊婦の保護

成績
　　o．

第3表

　 ’

’『 　　　し　1，♂
．ノ

　　　　　　　ε㍗
亭　　ト　　　　　冨i

　　　　　　　
ド㌧　r

　　　　寧　　　．班

　　　　　　　r』R＝
　　　　　　　　　　　　MS磁蕪箋　　　生活環境調査評価項臥

　　　 皿，耳　　評塙騨不不
症
　　社　妊　家r　　 子　価，：

　　会婦 族　ど結頼当安安
例　　　 に

δ　経 聖対　　　　　起マ果｝ べ∴　し　び
　　　・、す・精
　　済・　　　』対の不悔性積消番｝・

測糾楓
　　　　　　　　　　　　1デ麺、奉樺　　1宏憎1　遡．
　　郵環，馨郷　　　　　　　　　　　　卜、㌧k＼轟＝ン　『「雨ち勺》　曳

　　　　　　　　　　　　、寒 』惣 ン型墾㌔，ート悔；さ境r

r』2r’　　　　　　　　　　｝く二1

4　　　‘』　　　　　哩、

　　　　　　　　、5熱
し　　、も．『．r　以、　　【焼パ『

　　　　　 謄、く、，ζ）

墾／③⑩

』①妙
，1つ襟卜工

し1「『ii｝1

ζ（臓〉

1韻蛎

SD
法

響
o瑠

回
、臼）

力
盈，

．8

軌

さ

ンれ弓

寒，
塞．

鍛
、擁 ！ξ

講

、勘

5ゑ6

毬1

一3』



、、日本総合愛育研究所紀要 第14集

・10 ＊ 十

13
＊i＊ 、十 ．嗣 ．＊． ＊　＊ Q ○

15 bギ

18　、 十 十 十 ＊ ○
1、

○
20 十 ＊　＊ 十

＊r

一r　㌧F21
＊ 十　』

『32 十　1
7　　r

34　』 ＊ 1十』 ヂ ＊ ○
3㌘ 矩 十一 十 ＊i ○’ ○

40　 十 ○
41 、弔 ○
42 十、，r

ぐr
・．十ゴ 十 1十，∫

㌧44 十

45
「1 戸　H

十τ．
十 十

、t
〇

ヌ
○

48
＊・Lギ』 ＊ 十 十 十： ・＊　＊

プ ○
50 十 ＊ ＊ ＊

ド、1

52

3　

＊

＊ ＊　 ＊

漕 ＾、
ヒ ！ ≡

55 十’

58
＊ 十 十

60 』十 十
11

十　』 十 ぞ、1

ll｝！1二） ：○

62
十

63 』十、』
‘ つ…r一

ノ『：r
’　「　　ド

65 、＊ 十 十 ＊ Q・1 』一 ○ 、・

69
＊ 十 ○ Q

70
十 ＊ ＊

【

73 十 ＊　＊ ＊ ○
74

＊ ＊　＊ ＊

77 ＊　＊ 十 ＊ ＊ ＊　＊ ○ ○
78

＊ 十 十 ○

80　 十
’　　 　　』

82 いナ ζ　r
’十＝， ○♪

88
＊ 十

90 十 O
92

＊ ＊ ＊「r

計 6 9 23 20 ・7・！1

5　’ 、6ユ 6

十

＊＊　Q　O

＊○
＊r

十

＊

＊i

1十，∫

○

＋　 〇

7

○

○

○

○

○

○

第：4表　生活環擁調査の5項目別の評価結果：

生活潔壌調査評顧項自 No－
　　At

risk

ris滋
　　　 （○印）

亟＆錺

内

的

因

子

83　　　9
　　（9．8％）

皿欝の鱗鞍定69 23

　　　　　　　　　　　　（25．0％）

　妊婦のストレスにW　対する解決能力　　72　　’20
　　　　　　　　　　　　（21．7％）

桝醸も剛する期75　 17

　　　　　　　　　　　　（18．5％）

2項目に．
磯、riskの
あづた例

｝
　　r
・　、r4例
（4．3％）

｝　　15例
　（16，3％）

　　　■　
1

第5表　生活環境調査総合的評価成績と各テストの

　　成績

慧騰劃嚢慧鵜
段階2Su騨喫riSk・・1
　　＋印

」0 0 3

段階棄．亙ヨ幽・
段階4　　Factors　present　3　　　1　　　2
　＊＊印

0

計 26　　5　　6 6

的環境はル’わば外的あるい吻瑚饗町とし姥え

噛る・揮辱族備禰嫉嘩扉婦餌ト堅
に対する解朧力の2ヴは訊騨孫尋その他伽神衛
生の背最をなす内的因子として考卑る：ととが出ぎる。こ

の後者2つの項自陰互）・に関連性が強いことが第4表の

数値から示唆されており，統計的に有意水準に達してい

る。て百分率の検定1翅の有意の水準にて）

　また外的因子工，πの両方にまたがってriskが認め

られるものは4例（4・3％）であるのに対して， 内的因子

とみなされる皿，Wの両方に問題が毒ると抽出されだ症

例は15例（16・3％）で，外的環境因手ま・ ウ篭内的な精神

徽の背髄な姻子燗題郷る症鰯｛有欝多いこ
とが示されている。

　。1しかし，』恥klの程度の強隔症例，衆階4のFac重qrs

群“s鍋t≧判断した症例で獄いづれも外的悶子礁も間題

が呈示されてい鳶。 ；の調査だけマ鍵例ゑが少なレ》もり

0・飾回の調査で拙さ継翻の綿を鯵都邦
と， 物理的な外的困子堺付加吝れると様タ啄）聞題郡頭在

化レてくる傾向がある。だが，基本的吃こは藤聡階誤ゆ

Factors、presentに進むために納姻子之 してφ轡

衛生の背景をなす因子に既に
risk

トが認められて換盗こ

と、嫉明らかであっ た。　㌧』 な　 1　． ，　 乙　こ不記察

の㌧掘晦』燐格検蘇IFよる確融
　　砂成鴛辱騨瞭噸庵躯，：
』生活環境調査を中心においてi MへS法及びYG性格
検査のテスト結果の対応をみたのが第 5表であるづ表か

ら明らかなように，生活環境調査によって段階3のAt

一4一
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r三skあるいは段階4の、Fa砒o蛉pr6s6nゼ と、された15例

についてみる と3“MA　S法では15例が高不安〆y　G性格

検査では不安型6例と剰定ざれ1・統計的に有意差がみづ

た5．1（黎．95壁＜10．7，1κ2195【りく5ボ7）また｝』環境調査のう

ち1’ Vの児に対する期待度に問題があると判断した17例

と各テス〔ト1の対応をみるrと，∫高不安多、 不安型・と半咽断され

る率が有意に高か》＞た6ゴ”
』、

　以上のこ、とからダ生活環境調査によづて段階3以上の

riskの程度を示した例では1各テス ト法の結果にも異

常なズヒフィ｝ルを示す頻度が高いといづて差 しつかえ

N、．1考

，・

ハ耳年即重要轡eSS卑9蟻の葺弍吟‘としての蝿騨中

の生活環能調査い．溜二

締力噸魅の琿麟’臆吻1ら華立さ鯵
れた現飛め都市での核家族に， 特に臼常生活の変革を迫

1駄ぎ姻れ齢ている詳の騨ぐ子ど，も嘩生は

家泌と女嫉勧⑰砺疑購1こ惑ま 融な

危険を含んだ轍劔磯鰹ラ古’瀬聯
るといえよう。
　．しが（し1 」一方そこク）邊裡は，ゴ出産紅至る以前あ白萎の

生活の連雛に炉奪泌嫉秘翻ま、厚れ齢
各だの家族とそ・してそめ家族を構成する成員が1一それぞ

れ出産』育兜比協力しながら， 個人と し七家族としせ成

畏してい・く過程である。ドーr　∵一1“1
　　　　　　　　　　　　　　　ひ
一産科医や助産婦は，・こヴした過程を把握し必要なデ」

タを集積ナ畜乏とも比，・予期ざれる様々な危険性を早期

び醗見し樋励処置を εるとr呂こよ寂，危険な状態

をヒおくぢレ、ると・どを采然比防ぐことが重要そあると“えよ

ぢら ・』また1』6廉6’にあだらては妊婦めみに焦点をあ更る

のではなく央を含めた家族全体て夫嫡の親 6’兄弟姉妹を

含む）』ペグ）相互め働きかけが必要であるさ1』㍗rド

善忘めよ うに考えるならぱ， 現在の病』 ψ産院における病

歴聴取が1：1送もすれぼ治療上の必要に迫ぢれ受微視的視

点に止まづている現状には多くの問題が残されてレ、ると

“えまう。㌧ごの意味で今画の調査は，：標ため生活形態を

とらズ恥る多数め家族比対しそ，1・主とじ七予防的な見地

疹らめ指導が可能キあるかを見極あることに重点をおい

そ行ぢだまと坦i而∫∋㍗ン i 』」＝㌧；・・F
∴

　従って， このような視点には家族め成立，1妊娠〆由産

育児に至る家族の発展的展開のブロセスに対するいわば

“Fami互y　assessment”ともよべる考えを含んでいるこ

とは注意すべきである。

ないす．

み、釧1夢曝嶺灘鱒李煙獅嚇ll1鼠』

　SD法の特徴は，二前述の2種のテネトーと異な り，’楓ミ夫

』と生活ミ．1，♪子どもと妊娠ξなどの言葉にどのよ、うな意味

づけやどのよ うなイメ桐ジを持づているかを検定しヂ心

理の背景をみるテス トの｛種である6 ： 一 』パ

　このテ不トと環境調査レξ④対応を 、ズ2「値の検簿でみる

ξ，． 前述の・2テ洛トに較べ値瞳低く統計的な有意葦に得

5れなかρた§び∫＝ 敏い，弓酸～； 、ノ』！1．1冷き　 ll

1∴‘ン

　　〆一　　　＼　　∫ 』　　　［ン

　　　察1　　　こ漏聾

』こめ よ1うな 3ヒFa血ilゾニa§言ess血6nt”め概念には1・1まづ

第1象テ轡磯嘩轡哲1知ネ妊ジ啄
族噂噂rぢ磯鶴麹ろ㌃ジ暁鱒騨
どむ《の家族め発展1どその家族の成員め成長宏いう段晒

を進む兎畑血di魂蓋翻ジゴ・ あ財ラサイ ルが考え
ちれ七いるとと托淫目℃壕冨れ1ま癒ぢξ“ひ』r『

毒て誇勲翻輝赫φ麟象輿轡
ばな タ卿鱗遡繊集雌弊鯛の螂零寧
わたら七研究が行あれだめほ当然セある。又，二「1とめまう

濠試みを蓮』じて，・妊婦を含あた家族、と1・手乙ム乏してめ

　　　　　　　　　　へいぜ　ヘ　　 　　　 　　 　 セ　 　けパロコロビず

矧イ勲・幼ジ効揮作用が円滑に機能院脚
される異常や疾患に対して適切な処置をとるこどが可能

に姦るも4）ど考えられる31乳F’「∵ 』 1』 1ノ」いで

　　　　　　　　マヘヘ　トしセしノ　い 　

12）』、誰1輩威績の結畢点ぐ㊨評唖㌧ず乎1 ：ン、～

　前述め蔑点に充ら濠ら醸ヂとヒに述べた姓婦の生活藻

境？輿容奪饗鯉學驚彰尊襲璽黒》涛ナ頂煮尋，愚やが睾当

であ殉：懲転魏糧鮎珊灘顕隻鐸家族
の構成員が育 ってきた社会経済的な条件（Soclo・㏄o・

虹6魚iじa1） によ6て規定された職業・住居な1どめ物理的

な環境条件に支配される許ざぢに芦こ・のよう「な家族の物

違凶な環境条俸がどの程度の安定性をもうているかは1∫．

家族をと りまく保護的潔境め看無によづて大きぐ左右さ

れると考えるのは当然そ毒るぎ1｝鳴 ”∵　：戴蒋kこ

　・よ，らて許家族の成立1ど安定のたあには外的条件が非常

駄ぎ椴齪彩㊥疑とに鮒く譜汚㌔壕髄
で，1妊娠．隻樹産遇育児≧瞭うプ・池スは，一家族の発展を

示す象微的な出ぎごどである二とを忘れることは出きな

い。家族の発展のブロセスには， 1属する社会どの関係澤

家族内の人間関係に葛藤の有無が重要な影饗を与える。

家族内の人間関係は，主として家族構成員の精神的安定

性と，葛藤が生じた時の解決能力にかかって吟る。』更

5　一
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に，生まれてくる子どもに対する期待度は，家族の発展

性を示すづワイπ汽r≧して探男轡豊至零南条う。．

　以上のようヒ家族φ生活環境を今回ほ整理した。基本

的な間題として，家族の成立， 発展とその弱体化は， 各

々の家族にとって個有のものであり， それを支える条件

も多様であること，・そして予想される外的，内的因子条

件のバラツキは非常に大きいことは当然である。

　・次の段階では，前述の環境条件のバラツキをどのよう

に整理するかが重要なことである。ここで判断の基準と

　して幾発展する家族（Expanding　family）ミ という概念

を提起したい。一つの家族が成立し成長するか否かの尺

度は，その家族が置かれている現状よりも将来に対する

発展性の有無に重点を置く考え方を≧る。こめような尺

度を畢吊すれ嬢家族の崩壊，友とえ嫉瞬婚髪 、死別（自殺）

タゼに結びつく串来凄ほど危倹憐の高レ咽子となる。こ

◎不マ7を採吊することの利点醤家族間のく開開係につ

いての蕊藤や，家族の母会経済舶地倖の変勤参どの琿境

条件り変化について各嚇価郷、酵、朔姥であること

にある。こg手法は既にHolm今s Rah｝、 など鱒ホって

Lユfec鱒e蝋（L CU）．と輝緬ており・Blair

そφ健あて・妊娠・出産時の 嬉酵餉僻価
す砺摩．して嫉されやる・拠瞭即調査にあ
た？ては晃この手法をとり入静童桑づ磁こついても基本

的にはL　Cり不コアーを参考1こ．レて重々ブけを行うこと

にした。

　この手法は3騰に繁雑なものでコソピバターを用い

ることによって初めて可能であるが，今回の調査では，

わが国の特殊な社会帯造その他を考懸已蒸ン出きるだけ

簡降化毛し症例り重みづけとして；Q手法を採用した。

r8》ζ隼清環境隅査からみた外的環境条件と内

鰹轡衝生の雌輝因テ嚇
　以上述べたように，方法論としてはいくつかの問題が

残されては魅・るが，われわれが行った妊婦の生活環境調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　査の結果・主として外的環境因子によ ウて，・ll家族の発展

が危険にさらされている頻度は4例（む3％）であった。’

これに対して主として内的な精神衛生の背景をなす囚子

によっ頴危1険にさら毒れてい多例に巧例q6，3％）と，は

うカ｝に後者の方が多いことグ示された。i♪二（第4衷参照）

既に前回の調査でも， 妊娠中は保護的な環境が著しく

強吟ことは明らかにされた。さらに今回も ず』少なくとも

当愛育病院の妊婦では社会経済的な環愛条件については

危険な例は著しく少なぐ6例（6．5％）程度である。これ

に対して家族の精神的な安定性に問題があった例は23％

（25．0％） に達っしており予想外に高いことが判明』した。

　またこれに次いで，1妊婦自身のス、トレスに対する解決能

力に問題のある例は20例（21．7％）に達し，Pこの後者二

つの因子が家族の発展に対し阻害的に働、く可能性が著し

　く高いことをうかがわせる寮実が得られた。この種の要

因として最も多く浮きぱりに されるのが妊娠中の人間関

．係の葛藤（25％〉にみられるように，家庭内にストレス

をもたらしているものとして把えることができる。

　更に泣意すべきことは，これらの調査によってAtrisk

以上と判牢された例が統計的有意差をもって，MA　S法・

YG性格検査法などの心理テストによって抽出されてい

ることである。それは，対象例のうち心理テストによっ

て問題ありシとされた例の多くは，ご r家族め精神的安定性

と，妊婦のストレスに対する解決能力匠間慮があこるごと

が多く！内的因子の恕華か ま？ズセ・る購にある

といって過言で騨い・そρ頻即1ま町曙聯る・
　．；匁に対して， 強い梢神的な廻害き受1ナていう例鉢前

回及び今回の調奪でも2㌘3％で，そり多1≦は㌧内静零

子の聴に加え研的職彫ρ．2因子酢胤て蝸
ことが示唆された。

　妊婦の’か理背景テス トとして採用しき＄D法の購績を

参考琴すると，妊婦りもっイメ門ジ嫡 末ζ恥ラ、F g聖

ceptに非常に深い結ザっきを示レ，薗秘 テ芦もに附

するイ！一ジは低い。；蕗ら久）こと吃まジ今軍対象すレな、

妊婦の78％が核家族であることに関連しズ興墜南う問璽

であう。 現代の若い世代の多≦が，培縁，：皿縁娯喜～しら

れ準教会から，明らかに離脚状聾を尽レて矯うgまわ駄

蜂娠・育児に際して爾外的な条件鱒ρい属嫉磯ギろ鳶ヒ

ス鱒っていなヤ’ものの・糊1的嫁牢性や新 榊社
セスに対する解決能力に欠1ナた現代の該塚族の精禅御隼

婿搬うかがうことが瞳たやえ恥、ト！二・〔踏

　この様に妊婦の置かれた精神衛生の背景を考慮するな

らば，産科医・助産婦。ケ［ス7r〒茅7を含めた病摩院の

スタッフ嫉従来の病歴聴取に顔えて精神衛隼を画考慮

したケース・ヒストリ［をとり・得られたデ，召牽定垣

的に分析することが重要である豆この；と匹よ？て㌶、ろ

トレスにさらされている妊婦ρ危磯を早期解発見するこ

とが可能であると考えられる。その意隊蓄ここでとワあ

げた一連の手法は産科に，・新しく“Fam孟1y　assessment”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　濫　、㌧1　　鵯、
概念を導入したといえる。　

一 ．1・一

，1「
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　　　「
〆　F「

v ．館

　　
、

　　　　　　　　　　　　　身P 『ず㌧　　l　o，ンl　r－・5

例瀬智 ＝．、究論い玉君　
レ、、㌧

』趣6晦麹讐麺登勲麟瞬熱1匁1
各人甦勲惑葵、欽鷲鯉鱒岬萌謄1
みだ。

　　　ド1悟　
＝』

＝
二、幌’i｝！ 1’

｝ ヤ』11il・r己・ r￥』ぐ

』噸l！耳』o　　　〆
ン淵．～ 》 、

　　』5年藤卸縮乙繍磯歴斑鱒 薗1』1、1鷺

ガ，垂瓢羅畿羅鯵鞭郷
磁6蘇癖鰍ある論手磯て廃鱒
は現在睡婚調悼中であ畜が〆早期k調停が成立する見込

みな痴曳ε盆161ぼ〔央，’より少額あ経済的湶障を得せ

む・るが充秀でなな参ぎ K』0ゴま幾箇克弟と共に生活を℃

庸り‘ 犠済的磁1撤椛ている♂
’k∫dな♪妊じ・将栗比結鱈セぎ』る見通∀も濠ぐ1・ ま澹

ヒ夫〕 ほ奮ol纏論醸是鵬生瀧購するごと
もなく，非常に雌経済醜木難な環歎り～るε・’麟

1執ミ とめまうに不安定な状態雌おりながら K、σ・は〆自

活む宅い『ぐ意志を持づでいなレな’1 「 一ぐ獄　’ミi く汽さ

　こめように惚110は現在社会経済的安定性がな くド1親

に生活を依存し七他力本願の生活態度そあ巻♂また〆将

来の生瀧ヒ講なぐ生勲でぐる子1どもに対潟賛任感

のらす》 ごとが「うが淋える。』㌧㌦い』

　以上のようにK．0の社会経済的基盤はヂ本人め生活

に対ずる責任感はも乏まり，
1・」 失〕1め黄任感も不明瞭で

ある ことかち非常比脆弱委あるぷ㌧じ鳶£

豆）妊婦に対する保護的環境　　　許』C写 』1『－

　Kずぴぱ親燈兄弟二ど同居’し港戦るのでil ．家瑛の協力ゼ・r

あ1るV～ほ緊急時の援助が受け られる状態は’あるぎ．じか

しヂK』Oは親に経済的螺助を受けているので兄弟姉妹

との蘭係に遠慮が生」じている8、1よりて芦日常的な家事の

軽労働はK．Oが率先して行うようにしているが1 し・2わr

1り の時や△疲労時なども我慢をして家事を続け，◇家蝶に

手伝毎でむぢ引こ7とを遠慮して峻たポ』て）．♪認 域r．．、

1調査表上では1詣K“0は家族が多いとレ ｝うこ1と羅〆保

護的環境にあると看過さ．れ淡ちだが・、ミ充分な保護的環愛

に恵まれているとはいえず1ア妓婦管理上藍1“0 は要注意

の環境にあうとレ｛うて鴬しっかえないだううグゼビ』ビ

皿〉 家族の精神的安定悔：・こ・　ジ ・こ、

1玲ン 1・ ．い㌧

』ヌK蔓10：，1ど、〔夫〕．は森現在生活を共に して吟ないので起

いわゆる社会的量干・朗炎蜜もての家族形態形成して無な

し励よって，塚族と嚥社会的に機能鍋二と奪家族

内での夫と妻の協力：しあう・二と もない。1湘殴・ O は， ．親に

寄食して生活をして幣るにすぎなヒ∀よって・． 1親！兄弟

はK．。の獄の蝋の保繭霧分1舗来あ蛋繍

りない状鰍不安と不瀧持っているタ帖㌣、酋

K・・の 鰍の糟獅．罪バ禁惣勲をする
わけでは欝だ磁P驚撃1…榔葉幅
る。家族の各人は，家庭内に築や6がいなもめミ篭世間

灘難『碑難蓄終鰍塗懲
1▽）妊嬬あ反ニトレ弐だ対する露決能力1塾瑛《㌔』駆』’㍉㌧　、

　K，0は，ストレスに対する解決能力を育くむごどな
　く〆’生活の保障は親に俵稚じ，己蒋来あ笙浩亭まそ夷〕：が必

ら登保睡L奴れ為勧と宿巌廓る6～〆∴為 ｛㌧「’・

…kl σ感，丁他者がナベそめ函難な商題を解決しそ1ぐれ

るものと考えているので，ズト》ズが潜在化しそ熔るピ

卿輝翻》．ト醸すご、購轍1駄
麓依存型薩瀞度ほ，法蔚べ謝躰不缶散
あ時えほざ亥卜』レヌ産対サお解洪能力ぷ備わらそいない

ので，強度の不安におそわれ危機的状況時おち入ると乏

が予想される5い『＝1㌦∵1』　ド　　　　　∵γ・Y

マ5 亭きもに対する麹待度 ら侭㌧強挙（匡二∴喧鴎熱C励i潟

　　　　　　　　　　　　　　　　1■∵レ・「・
ごF’』＝、l　rし

〔■
　生まれてくる子どもに家族単位乏しての安定じた環境

　を与えることは期待できな騰二1靴謄ぐ知マ鉄二｝｛締1敷“

　1 ～k｝◎砥撃どもが生まれるごとによ夢ヒ」 実芙ゴ・の責任

感が増し薪将来早期k向居が古き葛あでほ壕曝力遡期待

　し《おり，子どもに対する期待差“ぢ よりも，尺蒋来の生

融是を：続鵜ゼ硫搬而 繭M雄ま縦編
挫灘ゆ磁がるざ’・『忌”甑二禍矯㌃轟

　霊ジ生清環境調査評価と各デ欠・トφ成綾とd）総合的辞価

　・ 生活環境調査ゐ評価によると，』・k・1σほ社会経濟的基

　盤が弱“あそIV生活環境及び保護的環境め木安定示著明

砺る。 融K。oには自立し姓活態齢姫鐘
　とあいまって，スト レスに対する解決能カポさむ脆弱性が

　あると矛想される。了』
li

換舘1こ厨ミ齢ii 、ジ ぞ

　γY・G性格検査においては不安穣極型嘩のゾロ、7≧〔ル

　を示1じている。　パ1’駕・ 、ジrじノ』 へ1 謡民r1嵐 庶ジ｝嫉

　　＊　こめプロフィ，褥ルは，一、情緒不安定声社会的！不適

　ヱ 1』，症」活動的二9’外交的な人で。鑑容藁γナ銑鞍テ徳の

　　　、1「不均衝が外姥表われやすKゴ。燥発的行動にでやす

　　　〆いと辻岡によρて解釈さ麺い餐1玉ひぴ獣髭

　　輩：Qは 未成熟なバ［ソ．ナ以イテ吟と生活環境及び保

　護的環境の脆弱性の中にいる9 、＝ ㌧1ぺ』1、尽ずく』定こ

　講づて，トなん昏かのアグシデγ トが生じ濫生潭卑谷需・

』》不漢現在以上に壊れるおそれがある時に｝弟猟蚕取菌ネ

取テ7の不均衝雌曝発断鰍こ出る酵灘嘩 1
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れる。K・0はまさにAtriskな妊婦であり・、現宰に薦

藤をかかえているのでFact◎rs　presentな妊婦どして

把握すう．ことが重要である。．

、事例2Y，Y

　　・年聯歳慨婚嘩励鞭適即回
　　・家族一夫（年齢23歳，学生〉

工）1．生活環境の杜会経済的安定性

　現在，夫は在学中で，Y．Yと夫の生活の経済的保障

は両方の親が負担 レてヤ・覧軌親礁稼存した隼活なので，

生活にゆξりはない。、

　夫は卑京で就駿することを希畢レてレ）るが，就職朱が

ない場合には，未の郷學に帰り，実家から通勤できる所

に麗職してもタいと考えている。卒業迄4力耳あまりだ

が，、就職先は決っていないo

　住居は1D犀の7バートで狭く，子どもが生まれると

アバ幽トを出なけれ購らなし乏が・ 乗ρ就鞍先が未定な

ので・新し恥住犀彦借り為準備鄭出きず・住居も不安定

な状態にある。

　Y．Yの生活環境は一夫が在学中であ灸ことからくる

経済的及び住居の不安定という閲題をかか馬現在非常

に薪蓉期ない状況にある。

■）妊婦に対ずる保護的環境

　未は卒業の準備に多忙で，家礁、なξに笏力的頂はな

い。家庭生活嫉不規則になりが、ちでト』Y。Yはいつも残
労感ウ｛あると訴えている。

　累急時の璋切な援助嬬．Y』Y㊨実塚が束京なので舜

けられる状態にある。しかし，￥し潔¢〉親は，相手が学

隼で套為、弄よ，．、年下噂あ多等ξを理由脇　Y，Yの結婚

に半初タ り反対をレ．てきたのでゴ、現在Y，Yと親とはあ

まり行き来やて妹いない。よって・．保護的環愛とレては

充分ではない。、

皿）・家族の精神的安定性．

　夫が卒業を問近かに就職も決らない不安定な状態にあ

る。また，生まれてくる子どもに対する期待度やY． IY

が妊婦であるということに対する思いやりなどに欠ける

ことがあり，1精神的にゆとり、がない。

　夫の親は，息子に地元だ就職をしてもらい一緒に生活

をすることを望んでいる。Y．Yは，夫の親と同居する

ことを非常に嫌がぢており，夫が東京で就職してくれる

一ごとを希望1している5しかし，夫は最近，郷里に帰って

就職しようと考えを変えてきているので，Y．Yは夫の

親と同居せざろうえない可能性が強くなり悩んでいる。

　実家の親はこの結婚に反対だったので，現在交際も少

なく，Y．マほ悩みや相談にのらてくれる人が身近かに

いない。

　夫と萎が互いに相談しあって問題や悩みを徐々に解決

して吟‘傘総がこの家薦犀はまだめ嫉えておらず， また

互いに馳神奪かけあ獅掘なく麟的妹麟な
部分を持6ており，家庭内の人間関係に問題がある。

W）妊婦のストレスに対する解決能力

Y・Yはエ～皿にみたように社会経瀬タ破摩と，

家族備禰鞍轡の中でま榔A書r桃で闘と
して生漉して いる。

　Y・Yは・生活環撹取曙容蘇内の人間園孫の弱体化し

ている現実を客観的に判断し，嬰として家族㊦r負≧し
　　　　　　　　　　　　　　　　　じボセ　
てξのように機能する；とが，家族の発展につながるか

など考えることもない。そして．Y，Yはぷ隼活にうるお

いがなヤ㌧やすらぎがなくいつも自分は疲れてヤ・る。誰

も相談にのってくれなレ＞≧生活1こ不満を述琴るばかり

であう。Y，￥には現状を啄善していく姿勢礪全く．みら

れず，ス’トレスに対すう解洗能寿にも欠けていう。

V）子どもに対する期待度

　Y．Y はかつて2度妊娠中絶を、しており，・今回も中絶

をすると，今度いつ子どが生めるかわからないので今回

は子どもを生んでおいた方が自分の身体にもよいので子

ごもを生むことにしたと言っている。又，夫が就職をす

れば経済的にも安定するので生活も何とかや っていけう

し，子どもがいれば淋しい思し・をしないで生活力1でざる

とも語って恥るo

　 Y・Yは現在の生活に欠けているうるおい，安定した

人間関係などの代替として子ども4》存在を考えていると

いって過言ではないo

W）生活環境調査評価と各テスト結果との紹合的評価

生活環箋及び保護的環境の不安定さ， 家族の精神的安

定性とくに夫の精神面の未熟さ，及び妊婦Y．Yのろト

レスに対する解決能力の脆弱性，子どもに対する期待度

に問題があった。

MA　S法では高不安を示し，Y　G性格検査法では不安

定積極型（K，0と同じ）のプロブィー・ルを表わしている。

　Y，Yは生活に起きてくる諸々の問題に対・して，原因

や解決するための方策を考える態度がみられず， 現象に

翻弄され不満を述べるだけである。

　Y．Yは，』自分にとって不都合なことは他者が解決し

てくれるべき（現在は夫）だと考え之いる。 このように

Y。Yの自立心に欠けた他者依存性は， 自ら生活を工夫

し改善することなく，不満の連発の生活あるいは困難な

できごとからの逃避といった行動をひきおこす可能性が

ある。・まさに，At　fiskそしてFaetors　press6nt な妊

婦として管理するこどが大切である」
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穂垣他；都市生活における妊婦の精神衛李（第3報）

V［　ま と め

①愛育病院産科を訪れた娃婦を92例を無作為に抽出し

妊娠中の精神衛生に関する因子を多元的に分析した。

②　調査は，症例毎に詳細な病歴聴取と経過観察にもと

づく生活環境調査を主体にして，MA　S法，Y　G性格検

査法l　SD法のテストを行った。

③　生活環境調査の分析にはExpanding　Familyの概

念をとり入れて定量的に行う手法を開発し孝。

④生活環擁の外的因子（社会経済的安定性，保護的環

境）に問題のあった例は413％。内的因子（家族の精神

的安定性，ストレス琴対する解決能力）に問題のあった

例は16，3％に達した。

⑤ 生活環擁の全体的評価結果をみると，Susp㏄ted　at

r互sk11例，At　risk工2例，FactQns　present3例であ

った。後者15例のMA　S法，Y　G性格検査法の結果とも

強い相関を示した。

⑥　以上，今回とりあげた生活環箋調査とMA　S法，Y

G性格検査法，S　D法を組み合わせた手法は，妊婦の保

健指導に有用性が高いことが示唆された。
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